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備した。地域の教育相談を担当している上田養護学
校支援室を窓口にし、その相談事案の中で、携帯情
報端末によっての支援が有効であると教育相談担当
が判断した事例について、小中学校の担任と一緒に
検討会議を行った。その中で協議し、iPad活用を決
定した。結果として中学校2校、小学校1校、合わせ
て3事例にiPadminiを貸与し、児童生徒が学習活動等
に活用している（報告時）。 
活用事例を一つ挙げる。A中学校のB君は読み障害
を主訴とし、漢字の読みに困難さがある中学校1年生
である（報告時）。言うまでもなく教科の教科書に
は漢字の表記があり、日常的に学習面で困難さに直
面している。そこで、①漢字によみ仮名を自動で振
るアプリ、②動画、録音を統合して、授業そのもの
を記録するアプリ、③PDFのテキストを音声読み上
げするアプリをiPadminiにダウンロードした。B君は
それらのアプリを活用し、授業を受けている。特に
③は夏休み帳や配布プリント等、デイジー化されて
いないテキストドキュメントスキャナでPDF化して、
音声再生することが可能になり、問題を解くことが
できた。 
現在は継続して、様々なアプリや機能を活用しな
がら学習し、また同時にアプリ活用のより有効な方
法や教科それぞれの特性に対応しうるアプリの選択
と試行を本人、担任と一緒に行っている。 
当該年度においては、3事例しか活用希望がなかっ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たが、それぞれ個々の実態に応じて学習支援等に活
用され、支援に携帯情報端末を試行することができ、
それらの支援が学校の中で位置付いていることも成
果と言える。上述したように、学校教育現場では、
携帯情報端末を支援に活用する土壌が十分であると
は言い難い。しかし、今回の研究を通じて、各校の
特別支援教育コーディネーターや担任を端緒として、
携帯情報端末を活用した支援が常態化することによ
り、それぞれの小中学校の教員の発達障害への理解
と共感、指導方法の多様化への理解を生みだしたこ
ともまた成果であると考えられる。 
今後はさらに対応事例を増やすと共に、携帯情報
端末だけではなく、運動的な書字の困難さに対応す
るための持ちやすい筆記具等の文房具や正しい学習
姿勢の保持を支援する椅子等も備品として整備する
ことでライブラリーの充実を図り、地域にある多様
なニーズに対応できうるシステムのあり方を検討し
たい。 
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1.平成27年2月10日 上小中核特別支援教育コー
ディネーター会議（上田市立川辺小学校）小講演
「ICTを活用した支援」 
